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12 月

※11月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 7㈰ 11:00 無　料 関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093(331)6700

13:00

「和」・「洋」・「中」楽器によるクリスマスコンサート 23㈫㈷ 13:00
展示ゾーン入館料が必要
大人 ￥500
小人 ￥200

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回
□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

芭蕉と元禄の美術
芭蕉の真跡約26件と、元禄時代の絵画・工芸作品を展示。　　　　　　　　　　　障

11/7㈮～
H27.1/12㈪㈷

　　 一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093(332)0251
※中学生以下無料(保護者同伴)

出光美術館（門司） 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始（12/28～1/3）
□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

シルバーさわやか展
絵画・工芸展・写真・その他 3㈬～9㈫ 無　料 北九州市シルバー人材センター

093（922）4801
リーシュ作品展　～アーティストの卵たち～
絵画・書道・陶芸・手芸・写真 10㈬～16㈫ 無　料 障害福祉サービス事業所リーシュ

093（931）1886
真颯館高校美術デザイン科　第16回卒業制作展
絵画、陶芸作品、工芸品

18㈭～23㈫㈷
※最終日16:30まで 無　料 真颯館高校美術デザイン科

093（561）1231

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始（12/24～1/6）

小倉
北

旧門司税関 「門司港駅」徒歩３分　□休なし　
□所門司区東港町1-24　□℡093（321）6111　□時9:00～17:00

門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

２
階

３Dアート　シャドーボックス展 4㈭～10㈬ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093(321)4151

※4㈭は13:00から、最終日は15:00まで

遠嶋健次　茜色の物語＆Sympathy写真展 11㈭～17㈬ 無　料
※11㈭は12:00から、最終日は15:00まで

１
階

じーもpresents　門司港イルミネーションライブ～歌の贈り物～ 13㈯ 17:00～
19:00 無　料 門司区役所総務企画課

093(331)1881

クリスマスコンサート「G．L．A．D． gospel singers」 21㈰ 19:00～
19:50 無　料 門司港レトロ倶楽部

093(332)0106

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障 6㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション
093(321)4151

門司港レトロ展望室 「門司港駅」徒歩5分　□休年４回
□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始（12/29～1/3）・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

産業医科大学管弦楽団　第30回記念定期演奏会
栗田哲海[指揮]　ドヴォルザーク：交響曲第8番　他 6㈯ 18:30 ￥500 産業医科大学管弦楽団

090(2584)4472【岩永】※当日￥300増　※全席自由

九州国際大学付属中学校　第15回　音楽祭
響ホール室内合奏団　(曲目未定) 7㈰ 13:00 無　料 九州国際大学付属中学校

093(671)9001【安部】※一部指定

響ホール　ワンコイン･ランチタイムコンサート
第1回北九州シティオペラ　『フレッシュトリオによるピアノと歌のコラボ』
松岡絵美[ソプラノ]　田本春香[ソプラノ]　末永龍一[ピアノ]

10㈬ 12:10
￥500 特定非営利活動法人

北九州シティオペラ
093(571)0099【事務局】※ホワイエにて開催

※立見の場合あり　※前売は問合せ先へ

結成10周年記念　"SION"Concert　－北九州に咲く音楽の花－
谷口淑子[ピアノ]　江口紀子[サクソフォン]　岩﨑雅子[マリンバ] 12㈮ 19:00

　　一般 ￥2500
賛助会員 ￥2000
　　学生 ￥1000

未就学児無料

NPO法人北九州リバーサイドミュージックBOX
090(2627)8578【谷口】

九州共立大学　リバティ･ヒル･ウインズ　第20回記念定期演奏会
九州共立大学･九州女子大学･九州女子短期大学卒業生　則松中学校　他 13㈯ 13:30

￥300 九州共立大学 リバティ･ヒル･ウインズ
080(2788)4949【戸田】※当日￥100増　※全席自由

※小学生以下及び60歳以上は無料

2015年度　カワイ音楽コンクール　北九州地区予選会 14㈰ 10:30 無　料 カワイ音楽教室北九州事務局
093(521)5453【佐野】※全席自由

2014響シリーズ第6弾
親子で楽しむクリスマスコンサート
毛利沙織[ハープ]　ドリームアンサンブル

20㈯ 15:00
　　  おとな ￥1000
こども(3歳～小学生) ￥500

(公財)北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093(663)6661※対象：3歳以上
※当日各￥500増　※全席自由

2015年度　カワイこどもコンクール　北九州地区予選会 21㈰ 10:30 無　料 カワイ音楽教室北九州事務局
093(521)5453【佐野】※全席自由

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は大規模な改修工事実施のため12月、１月は休館致しております。
　詳細は北九州芸術劇場・施設利用係　TEL093(562)8436　までお問合せください。<工事期間：平成26年12月1日～平成27年1月31日＞
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12 月

※11月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

岳誠会吟道発表会 7㈰ 9:30 無　料 岳誠流日本吟道岳誠会
093（964）5414【吉田】

第6回門司シネマフェスタ　笑いと夢にあふれた歌謡映画の決定版
13㈯ エノケンの頑張り戦術/君も出世ができる　14㈰ 大学の若大将/ジャンケン娘

13㈯ 13:00 1日通し券 ￥600 北九州市門司市民会館
093（321）290714㈰ 13:00 ※当日￥100増

スタイルフレーバー　ダンス発表会「CHIBI IPPO」 21㈰ 11:30 一般（3歳以上） ￥3000
（前売・当日共）

有限会社　Styleflavor Dancecenter
093（582）400016:30

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始（12/29～1/3）
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

旧大連航路上屋 「門司港駅」徒歩5分
□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

マンスリージャズ　HOUSE 224 JAZZ TRIO with KEIKO 14㈰ 14:00 無　料
旧大連航路上屋
093(322)5020

※都合により中止になることがあります

マンスリーシアター　「蘇州の夜」 28㈰ 14:00 無　料

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始（12/29～1/3）・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

2014北九州国際音楽祭
パーヴォ・ヤルヴィ[芸術監督/指揮]　
ドイツ・カンマーフィルハーモニー管弦楽団
諏訪内晶子[ヴァイオリン]

6㈯ 14:00

　　　　 S席 ￥9000
　　　　 A席 ￥7000
　　　　 B席 ￥5000
U-25（B席） ￥2000
(学生問わず25歳以下、要証明)

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093(663)6567

※対象：小学生以上
※当日各￥500増

宝塚歌劇「星組」北九州公演
宝塚グランドロマン～風と共に去りぬ～ 7㈰ 14:00 S席 ￥7300

A席 ￥6000
西日本イベントプロモーション

092(716)846818:00

おいでよ♪　クリスマスパイプオルガンコンサート2014
小さなお子さまもご一緒にお楽しみいただけるコンサートです。 12㈮ 14:30

大人（中学生以上） ￥700
子ども(4歳～小学生) ￥400
　親子ペア券 ￥1000

北九州ソレイユホール
093(592)5405

※団体料金10人以上で１人￥100引き

北九州市立大学吹奏楽団　第47回定期演奏会 13㈯ 18:00 全席自由 ￥500 北九州市立大学吹奏楽団
080(6303)3412【城】

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：作家・住職　玄侑 宗久氏 14㈰ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学
093(522)5008

平成26年度　福岡教育大学附属小倉中学校合唱祭 19㈮ 15:00 無　料 福岡教育大学附属小倉中学校
093(541)8621

しまじろうコンサート　「ふしぎなくるみわりにんぎょう」

20㈯
14:00

全席指定 ￥2160 しまじろうコンサートお客様窓口
0120(988)883

16:40

21㈰
11:00
13:40
16:20 ※3歳以上有料

クリスマスコンサート2014 23㈫㈷ 9:30
一般 ￥800
学生 ￥600 北九州吹奏楽連盟

090(1340)5364【𡈽谷】
※当日￥200増　※全席自由

第九の夕べ
オーケストラ：九州交響楽団　合唱：北九州市民フロイデコール 24㈬ 19:00

一般 ￥3700
学生 ￥1100 九響チケットサービス

092(823)0101
※全席自由

チャンチャン劇団　第22回定期公演
25㈭ 18:30

全席自由 ￥1000 チャンチャン劇団
093(452)355226㈮ 13:00

ドリームコンサート2014in北九州　(柏高校吹奏楽部北九州公演）
～吹奏楽　千葉県柏高校吹奏楽部と北九州の高校生たちの夢の響宴～ 27㈯ 13:00 全席自由 ￥1000 ドリームコンサート実行委員会

090(7988)8548【井上】

北九州国際会議場 「小倉駅」徒歩10分　□休年末年始（12/29～1/3）
□所小倉北区浅野3-9-30　□℡093(541)5931　□時9:00～22:00（変動あり）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
メ
イ
ン

ホ
ー
ル 冬休みこどもシアター「怪盗グルーのミニオン危機一発」 21㈰ 13:30 無　料 (公財)西日本産業貿易コンベンション協会

093(541)5931※先着500名（12:45より整理券配布）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

宇宙兄弟展
「宇宙兄弟」の大規模作品展。迫力の原画約200点を貴重な資料とともに公開。　　障 11/15㈯～1/25㈰

　一般 ￥800
中高生 ￥400
小学生 ￥200
小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

※セット券　一般￥1000　中高生￥500　小学生￥250　小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（ただし12/23、12/30は開館）、12/24、12/31～1/2

□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）

14



12 月

※11月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ウルトラマン創世紀展　ーウルトラＱ誕生からウルトラマン80へー
ウルトラＱからウルトラマン80まで、シリーズの魅力と芸術性に迫る。　　　　　障 11/22㈯～1/12㈪㈷

 一般 ￥1000
高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

北九州市立美術館分館 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始（12/29～1/1）　□Ｐ有料
□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉

北

北九州市立文学館 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）
□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

第18回特別企画展「宙（ソラ）のかけらたち―詩人 宗左近展―」
戸畑生まれの詩人・宗左近の生涯と文業を、資料を通じて紹介します。　　 障 10/25㈯～12/14㈰

　一般 ￥200
中高生 ￥100
  小学生 ￥50

北九州市立文学館
093(571)1505

交
流
ス
テ
ー
ジ

第５回「あなたにあいたくて生まれてきた詩」コンクール表彰式
受賞者の表彰式及び北九州市少年少女合唱団のミニコンサートを行います。　障 13㈯ 14:00

　一般 ￥200
中高生 ￥100
  小学生 ￥50

※受賞者および表彰式参列者は入館無料

平出隆さん講演会
宗左近について詩人・多摩美術大学教授の平出隆さんが講演します。　  　障 14㈰ 13:30

　一般 ￥200
中高生 ￥100
  小学生 ￥50

※要電話申込

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
大
画
廊

小
画
廊

隠﨑隆一展　～事に仕えて～
現代備前焼を代表する、隠﨑隆一氏の九州初個展。 4㈭～9㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊・小画廊

093(522)2521
大
画
廊

迎春・四季の掛軸特別ご奉仕会 10㈬～23㈫㈷ 無　料 小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521絵画・工芸　お宝市 12/24㈬～1/6㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休1/1㈭㈷
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

冬はやっぱり忠臣蔵
廣重や北斎、歌麿などが描いた浮世絵を104点展示。　　　　　　　　障

12/10㈬～
2/1㈰ 9:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

研
修
室

赤穂浪士討入落語「笑って讃える忠臣蔵」
忠臣蔵は落語としても人気の高い物語です。　噺家 山椒家小粒 14㈰ 13:00 ￥1000

（呈茶付・入館料込）

水引でつくる年賀状講座
水引で松や梅などをつくり、和紙のはがきに貼る手作りの年賀状講座です。 14㈰ 10:00 ￥1000

（材料費・入館料込）
和
室
・

書
院
棟

年忘れ　男の茶会
お点前、お運びすべて男性のみでおもてなしするお茶会です。 23㈫㈷ 9:00 ￥1500

（薄茶二席・入館料込）

北九州市小倉城庭園 □所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

□所小倉北区下到津4-3-2　□℡093(592)4152　□時9:00～17:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児
童
劇
場

第111回　ファミリー人形劇場
家族で楽しめる人形劇　出演：かあたん・とまと屋 14㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152こども演劇教室卒業公演
シロの記憶 21㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　□Ｐ 20台
小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「大男とクリスマスツリー」　「雪渡り」 14㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画「シェーン」(アメリカ) 20㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコードコンサート
ベートーヴェン作曲　「交響曲第9番：合唱つき」ほか。楽曲解説あり。 21㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画「羅生門」 27㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00　小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

北九大JAZZ研究会　第37回定期演奏会 6㈯ 17:30 一般 ￥300 北九州市立大学JAZZ研究会 K&K
090（9472）1632

第51回定期演奏会
北九州市立大学マンドリンクラブの演奏会 20㈯ 18:00 一般 ￥500 北九州市立大学マンドリンクラブ

080（2719）4641

キャッキエラマンドリンオーケストラ演奏会 23㈫㈷ 14:00 一般 ￥500 キャッキエラマンドリンオーケストラ
090（5295）9065

タカコバトン＆Unity　発表会
バトントワリング、チアダンスの発表会 27㈯ 14:30 一般 ￥500 タカコバトントワリングDancingClub☆Unity

080（3968）7487

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始（12/29～1/3）　□Ｐ有料

□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30
「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分

13 かるかる  2014.December



12 月

※11月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小
画
廊

第6回　勝田幸雄　粒画展　ー心に沁み入る愛と粒子の世界ー
「新しい日本画」として高い評価を得ている粒画を中心に、作品を紹介する。 10㈬～16㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093(522)2521ー100年の時を超えてー　オールドノリタケ展

明治中期から1900年代初期にかけて製造された陶磁器を展示販売する。 17㈬～23㈫㈷ 無　料

日本画・洋画・版画　年末の絵画奉仕会 24㈬～30㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休1/1㈭㈷
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 3㈬ 14:00 無　料

水環境館
093(551)3011

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
歌：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 17㈬ 14:00 無　料

2014年ファイナルコンサート「歌とバイオリンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 26㈮ 14:00 無　料

「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年始（要問合せ）
□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00（30㈫18:00、31㈬17:00まで）水環境館小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

創立15周年吟剣詩舞道大会 7㈰ 12:30 無　料 吟詠剣詩舞道連盟青嵐
090(9729)6944【岡本】

第40回後期吟剣詩舞大会 14㈰ 9:30 無　料 北部九州吟剣詩舞連盟
093(645)5295【布谷】

展
示

コ
ー
ナ
ー

小倉南フォトフレンズ会員写真展 12㈮～
18㈭

9:00～
17:00

無　料 小倉南フォトフレンズ
093(471)3093【串田】※12㈮は13:00から、18㈭15:00まで

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始（12/29～1/3）　□Ｐ 110台（共用）
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第８回ブラスフェスタ　in　若松
「吹奏楽・吹奏楽と合唱のコラボ」
今年は過去のアンケートでいただいたリクエストにお応えします。　お楽しみに。

14㈰ 13:30
　　　一般 ￥500
高校生以下 ￥500 若松市民会館

093(771)8131
※当日一般のみ￥200増

小
ホ
ー
ル

若手落語家3人会　in　九州
「林家木りん・三遊亭好吉・三遊亭わん丈の落語全国行脚北九州編」
若手落語家3人が九州に登場。　勢いあふれる楽しい時間をお届けします。

18㈭ 19:00 ￥2000
(前売・当日共）

（株）オールドキッズ
045(241)6681

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ヤマハボーカル＆ゴスペルコンサート
楽しく愉快なメンバーと歌って過ごす、毎年12月恒例となりました。 21㈰ 14:00～

17:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093(661)9130

JR:「八幡駅」徒歩5分　□休年末年始（12/29～1/3）
□所八幡東区西本町1-20-2　□℡093(661)9130　□時10:00～18:00北九州市立旧百三十銀行ギャラリー八幡

東

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

いのちのたび・イノベーションギャラリー共同展示
「メタルズ！～変容する金属の美～」
古代から現代にいたる様々な金属造形、工芸品を展示し、金属の魅力を探る　　 障

11/1㈯～12/23㈫㈷
※期間中休館なし、全日17:00まで

　大人 ￥800
高大生 ￥500
小中生 ￥300

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411

※いのちのたび博物館にも展示あり

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

いのちのたび・イノベーションギャラリー共同展示
「メタルズ！～変容する金属の美～」
古代から現代にいたる様々な金属造形、工芸品を展示し、金属の魅力を探る　　 障

11/1㈯～12/23㈫㈷

　大人 ￥800
高大生 ￥500
小中生 ￥300

いのちのたび博物館
093（681）1011

※北九州イノベーションギャラリーにも展示あり
※博物館常設展は別途料金が必要
※博物館常設展とのセット券あり

メタルズ！展 記念講演会　「変容する金属の美」
講師：高岡市美術館長　村上 隆 氏 6㈯ 13:30 無　料

※小学生以下は保護者同伴

第３回東アジア友好博物館巡回企画展「モダン仁川画」
様々な挿絵資料により韓国の近代都市仁川の都市発展とその姿を探る　　　　 障 12/6㈯～1/12㈪㈷

要常設展観覧料
　大人 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

メタルズ！展 関連イベント「リモナイトによる鉄づくり」
リモナイトと七輪による製鉄実験 20㈯

10:00 無　料
※対象：小学4～6年生（保護者同伴）
※要申込　※見学は自由13:00

いのたび自然塾「オリジナルしめ縄を作ろう！」
ワラからしめ縄を作るとともに、お正月についてのマメ知識を学ぶ 21㈰ 13:30

材料費・保険代 ￥500
※要申込
※小学生以下は保護者同伴

室内講座「恐竜すす払い」
恐竜の解説をした後、アースモールに展示している恐竜の骨格標本のすすを払う 26㈮ 16:30

無　料
※対象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
※要申込

□休年末年始（12/29～1/1）、6月下旬頃（約1週間）　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

12



※11月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

12 月

現代美術センター CCA北九州 「八幡駅」徒歩8分　□休年末年始（12/27～1/4）
□所八幡東区尾倉2-6-1-3F　□℡093(663)1615　□時10:00～17:00（展覧会開催時のみ）八幡

東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

キム・ソンファン展
詳細はお問合せください

11/10㈪～12/5㈮
(日・祝休み) 無　料 現代美術センター CCA北九州

093(663)1615ブルース・マクレーン展
詳細はお問い合わせ下さい。

12/15㈪～1/16㈮
(日・祝休み） 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第17回　北九州市手話フェスティバル
講演会・手話劇 7㈰ 13:30

  　　　一般 ￥2000
  高校生以下 ￥1500
親子ペア券（大人1名・小学生1名） ￥3000

特定非営利活動法人
北九州市聴覚障害者協会
093(881)0114【大澤】※当日券 一般・親子ペア￥500増、

　　　　 高校生以下￥300増

アコム“みる”コンサート物語「ピーターパン」
影絵劇とピアノトリオの生演奏 14㈰ 14:00 無　料 笑顔のおてつだい事務局

0120(7878)07【アコム広報・IR室】※要事前申込

福岡県立八幡工業高等学校吹奏楽部　第48回　定期演奏会 20㈯ 14:00 ￥200
（前売・当日共）

福岡県立八幡工業高等学校吹奏楽部
093(641)6611

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始（12/29～1/3）　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
プ
レ
イ

ル
ー
ム

絵本「ユーナの樹とトモダチ」読み聞かせ
他者を受入れることの重要性を描いた絵本、参加家族に絵本のプレゼントあり 7㈰ 14:00 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）5555

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　□休12/3㈬、17㈬、31㈬
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　□℡093(642)5555　□時10:00～19:00北九州市立子どもの館八幡

西

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

松本零士の世界展 2㈫～7㈰ 無　料

093(643)5268
鍋島緞通展 9㈫～14㈰ 無　料

イタリアンファッション＆アクセサリー展 16㈫～21㈰ 無　料

迎春大掛軸展 23㈫㈷～28㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休1/1㈭㈷
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
□所八幡西区木屋瀬3-16-26　□℡093（619）1149　□時9:00～17:30　 「筑前植木駅」徒歩15分

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
こ
や
の

せ
座 クリスマスコンサート 14㈰ 12:00 無　料 うめざきあきピアノ教室

093(962)2135

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
会
議
場

サイエンスショー
「光や音に関する実験」 7㈰ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、冬の星空を望遠鏡で観察します。　　　　　　　　障 13㈯ 19:00～

20:30

大人 ￥100
中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、11/29㈯電話受付開始

大
集
会
場

クリスマスハンドベルコンサート
ハンドベルを使ってクリスマスソングの演奏を行います。 23㈫㈷ 14:30～15:20 無　料

「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）
□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）北九州市立児童文化科学館八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第8回　福岡県アンサンブルコンテスト予選 7㈰ 10:30 一般（小学生以上） ￥1000 北九州吹奏楽連盟事務局
090(1340)5364【𡈽谷】※当日￥200増

九州工業大学・西南女学院大学吹奏楽部定期演奏会 13㈯ 18:00 無　料 九州工業大学工学部吹奏楽部
080(1734)1864【神原】

ひまわりクリスマスコンサート～心あたたまる冬の音楽会～ 14㈰ 14:00 無　料 北九州ファミリーブラスひまわり
080（3952）7937

北九州子ども劇場12月低学年部・高学年部例会
「ズッコケ時間漂流記」人形劇団ひとみ座 16㈫ 19:00 会員制 ￥1300 特定非営利活動法人北九州子ども劇場

093(884)3834

齋藤秀雄メモリアル　「チェロの響宴」 20㈯ 19:00
　　　一般 ￥5000
　　友の会 ￥4500
高校生以下 ￥4000

㈱黒崎コミュニティサービス
黒崎ひびしんホール
093（621)4566

第8回福岡県アンサンブルコンテスト　（中学校の部） 27㈯ 10:00
￥1500 福岡県吹奏楽連盟事務局

090(3738)9240【黒木】第8回福岡県アンサンブルコンテスト　（高等学校の部） 28㈰ 10:00

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始（12/29～1/3）

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

11 かるかる  2014.December



12 月

※11月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

中
ホ
ー
ル

Clover Saxophone Quartet 3rd CD発売記念リサイタルツアー 5㈮ 19:00
一般 ￥2500
学生 ￥1500 テイク・ウイング

093(533)1151
※当日￥500増

Aprecio ala musica　音楽スタジオ　Piano&Violin Concert 13㈯ 13:00 無　料 アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ
093(981)8520

クリスマスコンサート～子どもから大人まで楽しめる音楽会です～
〈ピアノソロ＆「くるみわり人形」弦楽器・シンセ等のアンサンブル〉 14㈰ 14:00 無　料 京良城ピアノ教室

080(2745)3784

第19回PIARAピアノコンクール北九州Ⅰ地区予選 23㈫㈷ 13:00 無　料 PIARAピアノコンクール九州事務局
0952(31)2273

つばさ保育園のクリスマス発表会 25㈭ 18:30 無　料 つばさ保育園
093(603)6783

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始（12/29～1/3）

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始（12/29～1/3）
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先

展
示
室
全

第7回北九州市障害者芸術祭作品展　工芸、書、写真など 9㈫～14㈰
10:00～18:00

無　料 北九州市身体障害者福祉協会
093(883)5555【永松】※14㈰は17:00まで

ENCOUNTER既知との遭遇展　～北九州における現代アートの系譜
絵画・オブジェほか

12/25㈭～1/21㈬
10:00～18:00

無　料 NPO法人創を考える会・北九州
093(562)9300【吉武】※12/29㈪から1/3㈯は休館

展
示
室
１

第34回二科会写真部九州・沖縄地区公募展福岡県巡回展　写真 1㈪～7㈰
10:00～18:00

無　料 二科会写真部福岡支部
090(5020)3580【中野】※7㈰は17:00まで

日本習字エレガンス会書作展　書 19㈮～21㈰
9:30～18:00

無　料 日本習字エレガンス会
090(8407)5752【有木】※21㈰は17:00まで

展
示
室
２

穴生学舎OB四クラブ合同写真展　写真 2㈫～7㈰
10:00～18:00

無　料 穴生学舎ＯＢ四クラブ
093(691)1773【大貝】※7㈰は17:00まで

全日本写真連盟写友水巻支部展　写真 15㈪～21㈰
9:00～18:00

無　料 写友水巻支部
093(751)5634【葉石】※21㈰は17:00まで

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室 コレクション展Ⅱ　特集　浮世絵にみる忠臣蔵と歌舞伎　 障 11/15㈯～2/8㈰

　一般 ￥150
高大生 ￥100
  小中生 ￥50

北九州市立美術館本館
093(882)7777

企
画
展
示
室
・

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第49回北九書の祭典　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　障 11㈭～14㈰ 無　料 北九書の祭典
093(761)0049【和田】

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第24回一期一絵展　洋画など 2㈫～7㈰ 無　料 一期一絵
093(651)4719【井手】

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）北九州市立美術館本館戸畑

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始（12/29～1/3）
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

ふれあいフェスタ2014
11時より盲目のテノール歌手　新垣勉さんの講演会＆ミニコンサート 7㈰ 10:30 無　料

北九州市保健福祉局
人権推進センター

093（562）5010【宇野】

北九州市少年少女合唱団　第40回定期演奏会 14㈰ 15:00 ￥1000 （公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093(562)3611※当日￥200増

Thunder Boys Jazz Or　 第36回定期演奏会 20㈯ 18:00 ￥300 九州工業大学工学部軽音楽部
080(3904)5837【若林】

シング　フォニカー　クリスマスコンサート
グレゴリオ聖歌、ポピュラーソング、クリスマスソング、ドイツから初来日　 障 21㈰ 15:00

　　  Ｓ席 ￥5800
ペアＳ席 ￥10000
　　  Ａ席 ￥4500
  ペアＡ席 ￥8000
Ｕ-25Ａ席 ￥3000

（学生問わず25歳以下、要証明）

北九州労音
093（571）0227【野知】

※対象:小学生以上

北九州市立高等学校ダンス部　第12回公演 27㈯
13:30 ￥500 北九州市立高等学校

093(881)5440【緒方】18:00 ※当日￥100増

中
ホ
ー
ル

平成26年度　第７回北九州市障害者芸術祭 7㈰ 13:00 無　料 北九州市身体障害者福祉協会
093(883)5555【永松】

平成26年度　第47回北九州市民文化賞　表彰式 9㈫ 15:00 無　料
北九州市市民文化スポーツ局

文化政策課
093（582）2391【森】

しきあふさ17　室内楽コンサート　北九州公演 12㈮ 18:30 一般 ￥1000
  学生 ￥500

アンサンブルしきあふさ
090(9798)1589【森下】

戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）
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12 月

※11月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

戸畑美術協会　絵画部会員展
油彩・水彩・版画等　約50点

9㈫～
14㈰

10:00～
17:00

無　料 戸畑美術協会
093(881)5867【高戸】※9㈫は13:00から、14㈰は16:00まで

クリスマスコンサート
コーラス 23㈫㈷ 14:00～

16:00 無　料 中原さわやか
093(882)5509【今泉】

戸畑生涯学習センター 「戸畑駅」徒歩3分　 「浅生市場前」徒歩1分　□休月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始（12/29～1/3）
□所戸畑区中本町7-20　□℡093(882)4281　□時9:00～22:00戸畑

日　程 開演時間 会　場 ホール 演　題 料　金 問合せ先

4㈭

開演
13:30

講演会
13:40

映画「秋桜の咲く日」
上映
15:20

男女共同参画
センター「ムーブ」

２階ホール
（定員520人）

「ふまじめ介護～介護を通して高齢者の人権を考える」
講談師　田辺 鶴瑛

無　料
（先着順入場）

北九州市人権推進センター
人権文化推進課
093（562）5010

5㈮
若松市民会館 大ホール

（定員800人）
「世界の女性は今」
開発政策・ジェンダー専門家、関西学院大学客員教授　大崎 麻子

戸畑市民会館
（ウェルとばた３階）

大ホール
（定員800人）

「北朝鮮による拉致の実態と解決策」
北朝鮮による拉致被害者家族連絡会代表　飯塚 繁雄

8㈪ 黒崎ひびしん
ホール

大ホール
（定員800人）

「あした、笑顔になあれ～夜回り先生、こころの授業」
花園大学客員教授　水谷 修

9㈫
門司市民会館 大ホール

（定員800人）
「ダウン症の娘と共に生きて」
書家　金澤 泰子・翔子

八幡市民会館 大ホール
（定員1,400人）

「視力6.0が見たニッポン」
ギニア共和国大使補佐　オスマン・サンコン

10㈬ 北九州市立大学 A-101教室
（定員500人）

「子どもたちから学んだ人権～京都・弥栄中を取材して」
毎日新聞社記者　林 由紀子

平成26年度 人権週間記念講演会　共通テーマ「私たちの暮らしと人権」

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始（12/29～1/3）
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

中
ホ
ー
ル

川口エリサ　川口さやか　デュオ・リサイタル 13㈯ 14:00
一般 ￥3000
学生 ￥1000 クレシエンド＜音楽を愛する仲間たち＞

093(601)1407【橋本】
※全席自由

髙松玲子音楽教室　ピアノ発表会［聖夜の宵★情熱のフェスタ］
南米の作曲家の曲でおしゃれなクリスマスイブを！ 24㈬ 18:00 無　料 髙松玲子音楽教室

093（603）6253【髙松】

上村貴子ＣＤリリース記念コンサート 25㈭ 19:00 一般 ￥2000
学生 ￥1000

㈲映音
092(771)4751

子供達によるピアノコンサ－ト（高校生になりました） 26㈮ 18:00 無　料 小倉ヤマハ
093(521)7717【吉岡】※対象：４歳以上

ヴァイオリン・チェロソロコンサート 27㈯ 14:00 無　料 篠崎ヴァイオリンスクール
093(921)0459【吉田】

2014 年 12 月号表紙
門司港・海峡ドラマシップ
（関門海峡ミュージアム）

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2014.12.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒 805-0019 北九州市八幡東区中央二丁目 1-1-7F   TEL:093-662-3012　FAX:093-662-3016　北九州市印刷物登録番号 第1408001A号
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奏
曲
を
北
九
州
ユ
ー
ス
室
内
管
弦
楽

団
と
初
演
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
３
０
０
０
円
、
友
の
会
２
５
０

０
円
、
高
校
生
以
下
２
０
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
読
売
日
本
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー

W
ith

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
合
唱
団

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト2015

１
月
25
日
（
日
）
午
後
４
時
開
場
、

同
５
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ
ン
ク

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
手
町
）。
指
揮
は
読
売
日
本
交

響
楽
団
の
小
山
貴
之
。「
踊
り
明
か

そ
う
・
君
住
む
街
」、「
ア
ラ
ウ
ン

ド
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」、
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
２
世
「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
・

南
国
の
バ
ラ
」
他
。
全
席
自
由
。
入

場
料
、
一
般
３
５
０
０
円
、
学
生
２

５
０
０
円
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

■
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
12
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平
野
）。

こ
れ
ま
で
紫
川
を
ス
テ
ー
ジ
に
し
た

「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

10
回
に
わ
た
り
開
催
。
そ
し
て
今
年

は
、
結
成
10
周
年
を
迎
え
る
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
。
出
演
は
サ
ク
ソ
ホ
ン
江

口
紀
子
、
マ
リ
ン
バ
岩
﨑
雅
子
、
ピ

ア
ノ
谷
口
淑
子
。
全
席
自
由
。
入
場

料
、
一
般
２
５
０
０
円
、
賛
助
会
員

２
０
０
０
円
、
学
生
１
０
０
０
円
、

未
就
学
児
は
無
料
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
九
州
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ

０
９
３
（
６
４
２
）
８
８
１
８

■
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
メ
モ
リ
ー　

記
憶
を
め
ぐ
る
４
つ
の
レ
シ
ピ

１
月
４
日
（
日
）〜
２
月
22
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
開
館
、
午
後
５
時
30

分
閉
館（
入
場
は
同
５
時
ま
で
）。
北

九
州
市
立
美
術
館
本
館
（
戸
畑
区
西

鞘
ヶ
谷
町
）。
観
覧
料
、
一
般
１
０

０
０（
８
０
０
）円
、
高
大
生
６
０
０

（
４
０
０
）円
、
小
中
生
４
０
０（
３

０
０
）円
。「
記
憶
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
４
組
の
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

紹
介
。
参
加p

プ
ラ
プ
ラ
ッ
ク
ス

laplax

、
ク
ワ
ク
ボ

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

リ
ョ
ウ
タ
、
柴
川
敏
之
、
北
上
伸
江
。

北
九
州
市
立
美
術
館

０
９
３
（
８
８
２
）
７
７
７
７

■
日
本
の
音
・
西
洋
の
音

〜
尺
八
と
リ
コ
ー
ダ
ー
の
饗
宴
〜

１
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。
出
演
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
ジ
ュ

リ
ア
・
ブ
レ
ッ
キ
（
イ
タ
リ
ア
）、

都と

山ざ
ん

流
尺
八
の
山
崎
箜こ

う

山ざ
ん

他
。
２
人

の
為
に
熊
本
陵
平
が
書
い
た
二
重
協

SIONコンサートチラシ

「石ころのカチナ」©plaplax 2011

山崎箜山コンサートチラシ

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、
図書館、市内体育施設、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど
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う
ま
く
行
か
な
い
箇
所
を
、ま
ず
は

左
手
で
じ
っ
く
り
と
考
え
な
が
ら
弾

く
。
そ
の
後
、
落
ち
着
い
て
右
手
に

真
似
を
し
て
も
ら
う
。「
で
き
た
！
」。

　

子
供
の
左
利
き
を
無
理
に
矯
正
す

る
と
、
脳
に
負
担
が
か
か
る
の
で

は
？　

と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、

さ
て
真
偽
の
ほ
ど
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
よ
り
も
、
左
手
の
動
き
が

右
脳
を
刺
激
し
て
芸
術
性
に
働
き
か

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
左
利
き
の
名
残

り
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
レ
ッ
ス
ン

に
役
立
て
よ
う
！　

先
生
は
ど
こ
ま

で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
の
で
す
。

ま
る
で
、
頭
か
ら
指
へ
の
指
令
回
路

が
混
乱
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
他

の
事
は
す
ぐ
に
で
き
る
の
に
「
な
ぜ

だ
ろ
う
？
」。
突
如
と
し
て
ひ
ら
め
き

ま
し
た
。「
あ
な
た
、
も
し
か
し
て
子

供
の
頃
、
左
利
き
だ
っ
た
？　

そ
れ

を
無
理
や
り
直
し
た
の
？
」
す
る
と

「
う
わ
〜
、
先
生
す
ご
い
！　

今
ま

で
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
」。
幼
稚
園
、
小
学
校
と
、
左
手
に

物
を
持
て
ば
「
ぱ
ち
っ
！
」
と
叩
か

れ
て
、
右
手
に
持
ち
替
え
さ
せ
ら
れ

て
い
た
ら
し
い
。

　

解
決
の
糸
口
は
見
つ
か
っ
た
。

　

知
り
合
っ
て
１
年
余
り
の
学
生
さ

ん
、
と
て
も
感
性
豊
か
で
、
素
直
で

探
究
心
に
溢
れ
、
一
緒
に
勉
強
し
て

い
て
本
当
に
楽
し
い
青
年
で
す
。

　

彼
に
は
一
つ
弱
点
が
あ
り
ま
す
。

右
手
で
、
あ
る
特
定
の
音
の
み
を
大

き
く
出
し
て
ほ
し
い
時
、
そ
れ
を
指

摘
す
る
と
な
ぜ
か
そ
れ
以
外
の
音
ば

か
り
、
あ
ち
こ
ち
で
大
き
く
な
り
、

肝
心
の
音
が
強
く
な
ら
な
い
の
で
す
。

解
決
の
糸
口
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北
九
州
の
街
で
何
十
年
と
暮
ら
し

て
き
た
人
々
に
、
地
元
の
若
手
作
家

た
ち
が
話
を
聞
き
、
一
人
一
人
の
記

憶
を
掘
り
起
こ
す
。
そ
の
思
い
出
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
記
憶
の
断
片
を
ち

り
ば
め
な
が
ら
、演
劇
的
に
脚
色
し
、

戯
曲
に
仕
上
げ
舞
台
化
す
る
事
業
が

２
０
１
２
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

後
に
旧
日
本
軍
陸
軍
倉
庫
か
ら
盗
ん

だ
カ
ン
パ
ン
を
巡
り
右
往
左
往
す
る

母
と
娘
」「
友
達
を
探
し
て
船
の
上

に
迷
い
込
ん
だ
少
年
が
出
会
っ
た
若

松
港
で
船
上
生
活
を
す
る
老
人
」
な

ど
。
こ
の
街
に
暮
ら
す
個
人
の
中
に

眠
っ
て
い
た
さ
さ
や
か
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
作
家
の
創
作
で
甦
り
、
記
憶
の

中
に
眠
っ
て
い
た
人
物
が
舞
台
で
躍

動
し
始
め
る
の
だ
。

　

そ
れ
は
高
齢
者
に
話
を
聞
く
時
と

同
じ
で
あ
る
。
家
族
の
こ
と
、
結
婚

の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
子
ど
も
時

代
の
こ
と
・
・
・
。
初
め
は
ゆ
っ
く

り
と
、
一
つ
ず
つ
を
か
み
し
め
る
よ

う
に
話
し
始
め
る
が
、
そ
の
記
憶
の

断
片
に
触
れ
る
と
段
々
と
目
が
輝
き

出
し
、
た
っ
た
今
、
そ
こ
で
起
こ
っ

て
い
る
出
来
事
か
の
よ
う
に
、
鮮
や

か
な
色
彩
を
帯
び
な
が
ら
生
き
生
き

と
話
し
始
め
る
。
そ
れ
を
若
手
作
家

「Re：北九州の記憶」
鬼　木　身　和 Oniki Miwa北九州芸術劇場　広報係

北九州芸術劇場＋市民共同創作劇「Re：北九州の記憶」（撮影：藤本彦）

北九州芸術劇場＋市民共同創作リーディング
「Re：北九州の記憶」
【日程】2015年2月28日（土）・3月1日（日）
　　　各午後2時開演
【会場】北九州芸術劇場　小劇場
【料金】500円
※未就学児入場不可
※2015年1月11日（日）チケット発売開始
【お問合せ】北九州芸術劇場　093（562）2655

Information

北
九
州
の
街
の
記
憶
を　
　

生
き
た
人
々
の
言
葉
で
紡
ぐ

が
受
け
止
め
、
自
分
の
感
性
と
ぶ
つ

け
合
い
な
が
ら
戯
曲
を
作
成
す
る
こ

と
で
、
そ
の
人
の
記
憶
を
宿
し
な
が

ら
も
、
普
遍
性
を
帯
び
た
新
た
な
物

語
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
。

　

１
年
目
８
話
、
２
年
目
10
話
、
３

年
目
の
今
年
は
16
話
と
、
今
年
度
で

34
の
物
語
が
出
来
上
が
る
。
い
ず
れ

消
え
去
っ
て
し
ま
う
人
の
記
憶
。
街

の
人
口
デ
ー
タ
や
歴
史
書
な
ど
で
残

さ
れ
て
い
く
記
録
の
よ
う
に
、
今
後

は
出
来
上
が
っ
た
戯
曲
を
書
籍
と
し

て
市
内
の
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
が
目
標
。

　

こ
の
事
業
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰

も
が
北
九
州
で
生
き
て
き
た
人
々
の

記
憶
を
、
北
九
州
の
「
街
の
記
憶
」

と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
今

年
も
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

今
回
の
公
演
で
、
こ
の
〝
記
憶
〞
に

触
れ
て
み
て
欲
し
い
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
が

進
み
、
世
代
間
交
流
や
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
す
る
中
で
、

北
九
州
市
制
50
周
年
、
北
九
州
芸
術

劇
場
開
館
10
周
年
を
機
に
、
劇
場
な

ら
で
は
の
手
法
を
用
い
て
こ
の
街
に

生
き
る
「
人
の
記
憶
」
を
演
劇
作
品

と
し
て
上
演
す
る
こ
と
で
、「
街
の

記
憶
」
と
し
て
継
承
し
よ
う
と
い
う

試
み
だ
。

　

２
年
目
と
な
っ
た
昨
年
は
、
６
つ

の
物
語
が
展
開
。
客
席
は
老
若
男
女

で
満
席
と
な
っ
た
。「
出
征
前
に
最

後
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
八
幡

製
鐵
所
の
野
球
部
員
た
ち
」「
終
戦
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漫
画
―
未
知
の
世
界
へ
の
入
口

『
宇
宙
兄
弟
』
で
感
じ
る
宇
宙　

漫画
hiroba石　井　　　茜

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Akane Ishii

　

体
験
し
た
事
が
な
い
事
を
面
白
そ

う
だ
と
感
じ
た
り
、
食
べ
た
事
が
な

い
も
の
を
美
味
し
そ
う
だ
と
感
じ
た

り
…
漫
画
を
読
ん
で
い
て
、
そ
の
よ

う
な
感
覚
を
持
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
漫
画
は
描
か
れ
る
人
物
や
物

事
を
通
し
て
擬
似
的
に
恋
愛
や
冒
険

と
い
っ
た
「
人
生
」
を
体
験
で
き
る
、

ま
た
自
分
に
と
っ
て「
未
知
の
も
の
」

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
る
ツ
ー
ル
で

も
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
物
語
、
両
方
の
要

素
を
持
ち
、
同
じ
よ
う
な
効
果
が
あ

る
も
の
と
し
て
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
特
に

漫
画
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
が
裾
野

の
広
さ
。
読
者
層
に
は
若
年
者
か
ら

高
齢
者
、
性
別
や
職
業
の
区
別
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
存
在
し
て
い
ま
す

し
、
そ
れ
を
受
け
て
か
描
か
れ
て
い

な
い
ジ
ャ
ン
ル
は
な
い
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ほ
ど
膨
大
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
々
作
品
の
多

様
化
は
進
み
、
次
々
と
新
た
な
視
点

の
作
品
が
誕
生
。
マ
イ
ナ
ー
で
あ
っ

た
題
材
が
、
漫
画
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
事
で
急
激
に
世
間
の
注
目
を
浴
び

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
例
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
様
に
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
が

存
在
す
る
漫
画
。
職
業
モ
ノ
で
言
え

ば
、
会
社
員
や
学
校
の
先
生
と
い
っ

た
身
近
な
職
業
か
ら
、
宇
宙
飛
行
士

や
一
国
の
首
相
や
大
統
領
と
い
っ
た

な
か
な
か
手
が
届
か
な
い
職
業
ま

で
、
漫
画
は
網
羅
し
て
い
ま
す
。
特

に
後
者
を
実
際
に
体
験
す
る
機
会
な

ん
て
、
そ
う
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

う
や
っ
て
そ
の
職
に
就
く
の
か
、
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
の

よ
う
な
事
を
想
像
す
る
の
す
ら
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
絵
」

と
「
言
葉
」、
そ
し
て
登
場
人
物
た

ち
の
回
想
や
「
モ
ノ
ロ
ー
グ
（
心
の

Information
「宇宙兄弟展」
【開催期間】2014年11月15日（土）～15年１月25日（日）
【場所】
北九州市漫画ミュージアム企画展示室（あるあるCity5階）
【開館時間】
午前11時～午後7時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】
火曜日（12月23日・12月30日は開館、12月24日は振替休館）
年末年始（12月31日～１月２日）
【入館料】
一般800円　中高生400円　小学生200円
〈常設展とのセット券〉
一般1000円　中高生500円　小学生250円
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

声
）」
で
細
か
な
文
脈
を
表
現
す
る

事
に
長
け
た
漫
画
で
あ
れ
ば
、
具
体

的
な
状
況
を
理
解
す
る
事
が
出
来
る

上
、
登
場
人
物
の
心
情
も
分
か
る
た

め
、
没
入
し
て
作
品
を
読
む
事
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
擬
似
的
に
で

は
あ
れ
、
漫
画
上
で
起
こ
っ
て
い
る

事
を
「
体
験
」
し
た
よ
う
に
感
じ
る

の
で
す
。

　
『
宇
宙
兄
弟
』
は
宇
宙
飛
行
士
に

憧
れ
る
人
に
は
う
っ
て
つ
け
の
作
品

で
し
ょ
う
。
物
語
は
主
人
公
の
南な
ん
ば波

六む
っ
た太

が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
よ
る
宇
宙
飛
行

士
選
抜
試
験
を
受
験
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
試
験
を
突
破
し
た
先
に
あ
る
の

は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で
の
訓

練
と
勉
強
漬
け
の
日
々
。
数
年
の
時

間
を
か
け
て
、
よ
う
や
く
六
太
は
月

へ
行
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
選
抜
さ
れ
る

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
宇
宙
飛
行

士
に
な
り
、
実
際
に
宇
宙
へ
行
く
ま

で
の
道
を
、
読
者
は
六
太
と
一
緒
に

段
階
的
に
た
ど
る
事
が
で
き
る
の
で

す
。
綿
密
な
取
材
を
元
に
構
成
さ
れ

た
こ
の
成
長
物
語
は
、
非
常
に
リ
ア

リ
テ
ィ
を
持
っ
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
六
太
の
親
し
み
や
す
い
、

等
身
大
の
姿
が
、
そ
れ
を
よ
り
一
層

強
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
遠
い
宇

宙
、
そ
し
て
そ
こ
で
活
躍
す
る
人
々

を
身
近
に
感
じ
た
い
の
な
ら
、『
宇

宙
兄
弟
』
を
読
む
の
が
一
番
の
近
道

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『宇宙兄弟』の単行本（漫画ミュージアム所蔵）

©小山宙哉／講談社

絵と言葉で六太の感情が豊かに表現されている
 （『宇宙兄弟』８巻64ページ）
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美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

「
街
じ
ゅ
う
ア
ー
ト 

in 

北
九
州
」

10
周
年
に
寄
せ
て

家
と
地
元
企
業
と
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
新
作
に
取
り
組

む
事
で
、
も
の
づ
く
り
の
街
・
北
九

州
の
底
力
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
す

る
場
合
と
異
な
り
、
美
術
作
品
を
都

市
空
間
、
特
に
商
業
施
設
に
お
い
て

展
示
す
る
場
合
に
は
数
多
く
の
困
難

が
伴
い
ま
す
。
安
全
性
や
施
設
利
用

上
の
制
約
は
も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
内

容
的
な
制
約
も
生
じ
ま
す
。
な
に
よ

り
都
市
空
間
は
す
で
に
商
業
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
に
よ
っ
て
満
ち
溢
れ
て
い
る

た
め
、
美
術
作
品
が
そ
れ
ら
の
激
し

い
主
張
の
中
に
埋
も
れ
な
い
よ
う
な

工
夫
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
術
作
品
は
見
た
目
の
ク

オ
リ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
く
作
品
を
支

え
る
コ
ン
セ
プ
ト
（
思
想
）
も
重
要

な
た
め
、
作
品
を
ど
う
見
せ
る
か
だ

け
で
な
く
、
ど
う
伝
え
る
か
、
ど
う

関
わ
っ
て
も
ら
う
か
、
な
ど
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
解
説
パ

ネ
ル
を
添
え
た
り
、
ト
ー
ク
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
催
し

た
り
、
参
加
型
の
作
品
に
取
り
組
ん

だ
り
等
の
工
夫
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
幾
多
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗

り
越
え
「
街
じ
ゅ
う
ア
ー
ト 

in 

北
九

州
」
が
こ
れ
ま
で
10
年
も
の
間
、
継

続
さ
れ
て
き
た
事
は
「
も
の
づ
く
り

の
街
・
北
九
州
」
と
し
て
の
矜き
ょ
う
じ持

が

※

示
さ
れ
る
誇
ら
し
い
事
例
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

都
市
空
間
に
て
展
開
さ
れ
た
美
術

展
と
し
て
国
内
で
も
先
駆
例
と
し
て

知
ら
れ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ

テ
ィ
・
天
神
」（
後
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
シ
テ
ィ
・
福
岡
）
は
１
９
９
０

年
に
福
岡
市
天
神
で
ス
タ
ー
ト
し
、

展
覧
会
と
し
て
は
04
年
ま
で
継
続
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
「
天
神
芸
術
学

校
」
と
し
て
人
材
育
成
・
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
と
方
向
転
換
を
し
て
い
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
展
覧
会
か
ら
学
校
へ
と

シ
フ
ト
す
る
だ
け
が
唯
一
の
道
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
北
九
州
に
は
北
九
州

ら
し
い
展
開
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
も

の
づ
く
り
の
街
・
北
九
州
に
お
け
る

「
街
じ
ゅ
う
ア
ー
ト 

in 

北
九
州
」

が
ど
の
よ
う
な
形
で
継
続
さ
れ
る

か
、
今
後
も
要
注
目
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
創
を
考
え
る
会
・
北

九
州
が
企
画
・
開
催
し
て
い
る
美
術

展
「
街
じ
ゅ
う
ア
ー
ト 

in 

北
九

州
」
が
こ
の
９
〜
10
月
に
小
倉
中
心

部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会

は
同
法
人
が
２
０
０
４
年
の
創
立
当

初
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
が
10
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

同
展
は
当
初
、
企
業
・
個
人
コ
レ

ク
タ
ー
が
所
蔵
す
る
美
術
作
品
を
商

業
施
設
な
ど
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
に
展

示
し
、
普
段
な
か
な
か
見
る
機
会
の

な
い
美
術
作
品
を
広
く
一
般
の
人
々

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
07
年
か
ら
は
、
同
法
人
の

英
語
名
に
「A

rts &
 Technology

」

の
語
が
あ
る
通
り
、
ア
ー
ト
と
産
業

技
術
と
の
接
点
を
探
る
べ
く
、
美
術

街じゅうアート in 北九州 2014
「ARTS & TECHNOLOGY 10th」
チラシ

LICCA《SAPIENTIA EX MACINA 
コクフタワー》　©kyoko omori

牛嶋均ワークショップ「行くブランコ自力回転実験」木村崇人《木もれ陽ボックス》

鈴木淳《私はここでみていた、これからもずっとずっと》

※　

誇
り
や
自
負
、
プ
ラ
イ
ド

【お問合せ】
特定非営利活動法人（NPO法人）
創を考える会・北九州
093（562）9300
北九州市小倉北区下到津1の2の1
http://www.sohkai.or.jp

Information
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ポ
リ
ャ
ナ
。
ト
ル
ス
ト
イ
家
。
／
荷

物　

一
個
／
内
容　

死
体
」。

　
「
内
容　

死
体
」
…
…
。
な
ん
と

も
簡
潔
で
ド
ラ
イ
な
荷
札
で
す
。
こ

の
う
え
な
く
事
務
的
な
の
に
、
不
思

議
と
印
象
に
も
残
り
ま
す
。

　

こ
の
荷
札
か
ら
、
清
張
は
折
し
も

準
備
中
だ
っ
た
新
連
載
エ
ッ
セ
イ
の

タ
イ
ト
ル
の
着
想
を
得
ま
す
。
し
か

し
荷
札
の
文
面
し
か
メ
モ
し
て
お
ら

ず
、
出
典
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

確
か
に
こ
の
あ
た
り
で
読
ん
だ
は

ず
だ
と
「
書
斎
の
机
の
ま
わ
り
や
本

棚
を
い
く
ら
探
し
て
も
」
該
当
の
本

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ト
ル
ス
ト
イ

に
言
及
し
そ
う
な
著
者
に
あ
た
り
を

つ
け
て
も
そ
ん
な
一
文
は
な
く
、
は

て
は
翻
訳
者
や
研
究
者
に
照
会
も
し

ま
す
が
「
心
当
り
が
な
い
」
と
い
う

回
答
。
結
局
迷
宮
入
り
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
清
張
は
「
し
て
み
る

と
、
わ
た
し
は
夢
を
見
た
の
で
あ
ろ

う
か
」
と
、
モ
ヤ
モ
ヤ
ま
で
も
エ
ッ

セ
イ
に
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
３
日
ま
で
開
催
し
て
い
た
企

画
展
「
伯
爵
夫
人
ミ
ツ
コ 

激
動
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
咲
い
た
華
―
―
松
本

清
張
『
暗
い
血
の
旋
舞
』」
展
の
調
査

過
程
で
こ
の
出
典
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の

『
時
代
と
世
界
』
で
し
た
。
書
斎
の

片
隅
、
机
か
ら
手
の
届
き
そ
う
な
距

離
で
息
を
潜
め
て
い
た
こ
の
本
は
、

該
当
箇
所
に
付
箋
も
貼
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
日
本
人
作
家
と
思
っ
て
し

ま
っ
た
節
も
あ
り
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は

確
認
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
箱
入
の
装
丁
の
た
め
に
付
箋
が

目
に
留
ま
り
に
く
か
っ
た
事
も
災
い

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

清
張
は
本
全
体
の
印
象
を
す
っ
か

り
失
う
ほ
ど
強
烈
に
、
ト
ル
ス
ト
イ

の
最
期
の
供
を
務
め
た
荷
札
に
だ

け
に
目
を
奪
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

数
ヶ
月
経
っ
て
も
「
活
字
が
あ
り
あ

り
と
脳
裡
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
い
う
ほ
ど
に
。

　

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
タ
イ
ト
ル

に
秘
め
た
清
張
の
連
作
エ
ッ
セ
イ
は

「
名
札
の
な
い
荷
物
」。
万
葉
集
か
ら

ワ
ー
グ
ナ
ー
に
、
明
智
光
秀
か
ら

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
と
、
旅
の
経
験

を
軸
に
、
古
今
東
西
の
事
象
に
自
在

に
想
い
を
巡
ら
せ
、
縦
横
に
筆
を
走

ら
せ
ま
す
。
決
し
て
暗
鬱う
つ

で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
し
か
し
晩
年
の
作
品
群

同
様
、
本
作
に
も
〈
死
へ
の
意
識
〉

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
名
札
の
な
い
荷
物
」
の
終
章
で
は
、

自
身
の
印
刷
所
勤
務
経
験
の
想
い
出

か
ら
、
16
世
紀
に
活
躍
し
た
オ
ラ
ン

ダ
の
神
学
者
エ
ラ
ス
ム
ス
へ
と
話
題

は
広
が
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
清
張
は

エ
ラ
ス
ム
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
界

に
君
臨
し
た
最
盛
期
よ
り
も
、
不
遇

な
最
晩
年
に
想
い
を
馳
せ
る
の
で

す
。

―
―
晩
年
ま
で
栄
誉
に
包
ま
れ
た
幸﹅

福﹅

よ
り
も
、
悲
惨
な
孤
独
で
迎
え
た

衰す
い

死し

が
胸
に
強
く
ひ
び
く
。

　

最
後
の
短
い
け
れ
ど
ビ
タ
ー
な
一

文
は
、
や
は
り
読
者
に
重
厚
な
余
韻

を
残
し
ま
す
。

　

人
は
誰
し
も
最
期
は
選
べ
な
い
も

の
。
旅
先
で
図
ら
ず
も
生
命
を
終
え

た
場
合
、
遺
体
が
ど
う
い
う
歩
み
を

た
ど
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
日

本
で
は
一
般
的
に
先
に
火
葬
を
済
ま

せ
、
遺
骨
の
か
た
ち
で
運
ば
れ
る
の

が
通
常
…
…
な
の
だ
そ
う
で
す
。
し

か
し
海
外
で
は
事
情
が
異
な
り
、
土

葬
の
国
で
は
棺ひ
つ
ぎに

お
さ
め
て
運
搬
さ

れ
る
の
が
一
般
的
だ
と
か
。

　

ロ
シ
ア
の
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
も
旅

行
先
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
１
９
１

０
年
11
月
、
享
年
82
。
遺
体
は
列
車

で
一
晩
か
け
て
運
ば
れ
ま
す
。
多
く

の
国
民
が
そ
の
死
を
悼
み
、
数
千
人

に
も
及
ぶ
群
衆
が
亡な
き

骸が
ら

の
到
着
を
待

ち
、
田
舎
の
小
さ
な
駅
を
取
り
囲
ん

だ
と
い
う
逸
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

90
年
の
あ
る
日
、
ト
ル
ス
ト
イ
博

物
館
の
訪
問
記
を
読
ん
で
い
た
清
張

は
、
展
示
品
の
ひ
と
つ
、〈
ト
ル
ス

ト
イ
の
棺
に
添
え
ら
れ
た
「
鉄
道
貨

物
の
送
り
状
」〉
の
文
面
に
眼
を
惹

か
れ
ま
す
。「
受
取
人　

ヤ
ス
ナ
ヤ

文芸
hiroba 小　野　芳　美

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
Yoshimi Ono

清張アラカルト

清
張
作
品
再
読

　

ト
ル
ス
ト
イ
の
棺
―
―

 

「
名
札
の
な
い
荷
物
」

北九州市小倉北区城内２の３
093(582)2761
【常設展観覧料】
一　般　500円
中高生　300円
小学生　200円
【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【休館日】
年末（12月29日～12月31日)

Information

『名札のない荷物』(新潮文庫)
1994年8月、新潮社

1985年 左・吉永小百合、右・松本清張
ＮＨＫ特集「ミツコ 二つの世紀末」番組制作
記者発表にて
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

九州大学演劇部『桜刀ーさくらがたなー』

劇団Ｃ４『どんと・すとっぷ・みー・なう !!』チラシ

　

今
年
も
『
海
峡
演
劇
祭
』
が
11
月

１
日
か
ら
30
日
ま
で
、
門
司
区
の
海

峡
ド
ラ
マ
シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
前
、
こ
こ
で
も
紹
介
し
た
事
が

あ
る
が
、
こ
の
演
劇
祭
の
大
き
な
特

徴
は
「
テ
ー
マ
性
」
で
あ
る
。
毎
年

設
定
さ
れ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ

い
て
、
様
々
な
、
し
か
し
、
一
本
筋

が
通
っ
た
作
品
群
が
上
演
さ
れ
る
。

雑
多
な
見
本
市
的
演
劇
祭
と
は
ま
た

違
っ
た
楽
し
み
方
が
出
来
る
、ユ
ニ
ー

ク
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
演
劇
祭
で
あ
る
。

　

５
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
テ
ー
マ

は「
青
い
道
に
、
残
し
て
い
く
足
跡
」。

　
「
今
後
さ
ら
に
伸
び
て
い
く
期
待

の
若
手
劇
団
」
に
注
目
、
福
岡
市
、

北
九
州
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
団
体
ず

つ
、
計
４
団
体
が
参
加
。

　

福
岡
か
ら
は
、「
九
州
大
学
演
劇

部
」
が
『
桜
刀
―
さ
く
ら
が
た
な

―
』
を
、
ま
た
、「
福
岡
盛
り
上
げ

傾か
ぶ
き
も
の

奇
者
集
団　

鐡
く
ろ
が
ね」

が
『
乾け

ん
こ
ん坤

一い
っ
て
き擲

〜
ひ
ち
ゃ
か
ち
ゃ
が
ん
が
ん
参
ろ
う

か
！
〜
』
を
上
演
。

　

北
九
州
か
ら
は
「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ

ク
」
が
『H

A
PPY

』
を
、
そ
し
て
、

「
超
人
気
族
」
が
『
廃は
い
お
く屋

の
ひ
と
み
』

を
上
演
し
た
。

　
「
平
和
」「
子
ど
も
」「
憤
」
な
ど
、

社
会
性
の
強
い
テ
ー
マ
が
続
い
て
い

た
だ
け
に
、
今
年
の
テ
ー
マ
は
い
さ

さ
か
柔
ら
か
く
な
っ
た
印
象
が
ぬ
ぐ

え
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、

若
者
が
「
今
し
か
で
き
な
い
」
作
品

に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
そ
の
も
の

は
非
常
に
劇
的
だ
っ
た
。
来
年
の

テ
ー
マ
が
何
に
な
る
の
か
、
今
か
ら

楽
し
み
だ
。

　

さ
て
、
前
回
は
『
枝
光
ま
ち
な
か

芸
術
祭
』、
今
回
は
『
海
峡
演
劇
祭
』

と
、「
芸
術
の
秋
」
で
あ
る
10
月
、

11
月
に
行
わ
れ
た
２
つ
の
演
劇
祭
を

紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
同
時

期
に
行
わ
れ
た
、
地
元
劇
団
の
自
主

公
演
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

　

10
月
に
は
、「
劇
団
Ｃ
４
」
が
新

作
「
ど
ん
と
・
す
と
っ
ぷ
・
み
ー
・

な
う
!!
」（
作
・
演
出
：
大
福
悟
／

10
月
11
日
〜
13
日
／C

A
FÉ D

E 
FA
N
FA
N

）
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公

演
を
行
っ
た
。
こ
の
劇
団
は
近
年

「
シ
リ
ー
ズ
物
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
作
品
を
観
る
た
び
に
、
登
場
人

物
の
隠
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
新

た
な
展
開
を
発
見
す
る
事
が
で
き
る

仕
掛
け
だ
。
こ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
作

品
に
も
、
現
在
展
開
し
て
い
る
『
三

日
月
探
偵
社
』
シ
リ
ー
ズ
に
関
連
す

る
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
１
月
の

公
演
に
期
待
を
持
た
せ
る
内
容
と

な
っ
て
い
た
。

　

11
月
に
は「
劇
団
青
春
座
」が
『
わ

る
い
や
つ
ら
』（
原
作
：
松
本
清
張

／
作
：
柏
田
道
夫
／
演
出
：
井
生
定

巳
／
11
月
８
日
・
９
日
／
北
九
州
芸

術
劇
場
中
劇
場
）
を
上
演
。
劇
団
の

223
回
公
演
で
あ
る
。
一
癖
も
二
癖
も

あ
る
人
物
ば
か
り
が
登
場
す
る
難
易

度
の
高
い
作
品
に
挑
戦
し
た
。
こ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
、
69
年
間
の
長

き
に
わ
た
っ
て
活
動
継
続
を
可
能
に

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
頭
が
下
が
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
11
月
、「
飛
ぶ
劇

場
」
が
『
豚
の
骨
』（
作
・
演
出
：

泊
篤
志
／
11
月
13
日
〜
16
日
／
北
九

州
芸
術
劇
場
小
劇
場
）
を
上
演
。
個

人
的
に
も
ラ
ー
メ
ン
好
き
で
あ
る
事

が
知
ら
れ
て
い
る
作
者
の
「
ラ
ー
メ

ン
愛
」
が
垣
間
見
え
る
「
豚
骨
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」。
ラ
ー
メ
ン
店
店
主
の

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
も
企
画
さ
れ
て
お

り
、
演
劇
好
き
だ
け
で
な
く
、
ラ
ー

メ
ン
好
き
の
心
も
く
す
ぐ
る
仕
掛
け

が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

若
い
劇
団
間
で
は
、
客
演
を
含
め

た
交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
観
客
は
ど
う
だ
ろ
う
。

ど
の
劇
団
に
も
固
定
客
は
し
っ
か
り

つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
が
回
遊
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
た
面
白
い
展
開

も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
芸
術
の
秋
は
終
わ
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
地
元
の
劇
団
は
元
気
に
活

動
し
て
い
る
。
是
非
公
演
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、未
知
の
劇
団
公
演
に

も
足
を
運
ん
で
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

『
海
峡
演
劇
祭
』
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特
撮
に
こ
だ
わ
っ
て
制
作
さ
れ
た
ど

の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
作
品

も
、
熱
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
制
作
に
携
わ
っ
た
ク
リ
エ
イ
タ

ー
の
緻
密
な
仕
事
ぶ
り
を
シ
ナ
リ

オ
、
イ
メ
ー
ジ
ボ
ー
ド
、
ス
ケ
ッ

チ
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
ど
の
資
料
と
共

に
紹
介
し
ま
す
。

　

第
３
部
「
ウ
ル
ト
ラ
兄
弟
の
誕

生
」
で
は
、
円
谷
英
二
の
意
志
を
継

い
だ
若
き
精
鋭
特
撮
ス
タ
ッ
フ
が
70

年
代
に
復
活
さ
せ
た
『
帰
っ
て
き
た

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
か
ら
『
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
80
』
ま
で
の
５
作
を
紹
介
。
時

代
と
と
も
に
変
化
を
遂
げ
た
、
新
し

い
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
生
み
出
さ
れ
る

過
程
を
追
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
４
部
「
ぼ
く
ら
の
ヒ
ー
ロ
ー
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
」
で
は
、
当
時
発
売
さ

れ
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
や
怪
獣
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
、
ボ
ッ
ク
ス
ア
ー
ト
（
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
原
画
）、
玩
具
や
雑

誌
、
書
籍
な
ど
、
時
代
を
感
じ
さ
せ

る
懐
か
し
い
品
々
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。
当
時
夢
中
に
な
っ
て
い
た
世

代
か
ら
、
昭
和
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
ま
で
、
幅
広

い
世
代
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
不
朽
の
名
作
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
シ
リ
ー
ズ
誕
生
の
軌
跡
、
約
１

０
０
０
点
の
資
料
を
展
示
し
全
貌
に

迫
り
ま
す
。
多
く
の
人
々
に
夢
と
感

動
を
与
え
、
大
衆
文
化
の
一
時
代
を

画
し
た
特
撮
の
魅
力
は
永
遠
の
ヒ
ー

ロ
ー
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
と
共
に
今

も
な
お
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』、
そ
し
て
シ
リ
ー

ズ
の
大
き
な
到
達
点
『
ウ
ル
ト
ラ
セ

ブ
ン
』
の
３
作
を
紹
介
。
撮
影
に
使

用
し
た
小
道
具
、
衣
装
な
ど
を
展
示

し
、
作
品
誕
生
ま
で
の
歩
み
、
ウ
ル

ト
ラ
伝
説
の
原
点
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

第
２
部
「
光
の
国
を
創
っ
た

人
々
」
で
は
、
メ
イ
キ
ン
グ
と
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
工
房
作
業
と
い
う
ア
ー

ト
の
舞
台
裏
へ
視
点
を
移
し
ま
す
。

挑
戦
を
繰
り
返
し
な
が
ら
徹
底
的
に

　

特
撮
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
円
谷
英

二
。
そ
こ
に
若
い
脚
本
家
、
監
督
、

特
撮
ス
タ
ッ
フ
、
芸
術
家
が
集
い
情

熱
を
注
い
で
、
１
９
６
６
年
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、

そ
の
映
像
は
多
く
の
人
々
の
心
を
捉

え
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
原
点
と

な
る
『
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
』
か
ら
『
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
80
』
ま
で
の
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
シ
リ
ー
ズ
８
作
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
人
気
の
秘
密
を
送
り
手
で
あ
る

制
作
側
の
熱
い
思
い
と
、
受
け
手
で

あ
る
子
ど
も
を
取
り
巻
く
文
化
の
両

面
か
ら
探
り
ま
す
。

　

第
１
部
「
ウ
ル
ト
ラ
伝
説
の
始
ま

り
」
で
は
、
爆
発
的
な
怪
獣
ブ
ー
ム

を
巻
き
起
こ
し
た
『
ウ
ル
ト
ラ

Ｑ
』、
続
い
て
巨
大
ヒ
ー
ロ
ー
と
怪

獣
が
登
場
し
日
本
中
を
熱
狂
さ
せ
た

ウルトラマン　©円谷プロ

20 北九州市立美術館　分館

【会期】
2014年11月22日(土)～15年１月12日(月・祝)
※会期中無休、12月29日（月）～１月１日（木・祝）は休館
【開館時間】
午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで）
【観覧料】
一　般1000円(800円)　高大生600円(400円)
小中生400円(300円)
※(　)内は前売りおよび20名以上の団体料金。障害者手帳
を提示の方は無料。
【お問合せ】
北九州市立美術館 分館　093（562）3215

Information

ウルトラ兄弟　©円谷プロ

ウルトラセブン撮影風景　©円谷プロ

ガラモン　©円谷プロ

箱絵　怪獣大決斗
関口猪一郎／画　©円谷プロ

ウルトラマン創世紀展
　―ウルトラQ誕生から
 ウルトラマン 80へ―

長峰　真奈美学芸員 Manami Nagamine

スペシャル対談＆サイン会
～隊員が語る『ウルトラマン』撮影秘話～
日時／14年11月22日（土）午後２時～午後３時30分
出演／黒部進氏（『ウルトラマン』ハヤタ隊員役）
桜井浩子氏（『ウルトラＱ』江戸川由利子役、『ウルトラ
マン』フジアキコ隊員役）
会場／北九州芸術劇場・中劇場
（リバーウォーク北九州６階）
参加費／無料
（ただしサイン会は展覧会図録購入者が対象）
※当日午後１時より中劇場入口でサイン会整理券を
　配布（先着100名様）

Event
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